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少しの思いやりで少しの勇気を
千葉県・千葉市立都小学校・六年
宮前　奈央
　夏休みに入り、中学生が数年前に、見ず知らずの女性を殺害したというニュースを見ました。そして、そのニュースの中で、ひ害者のお母さんが、自分のむすめを何度もさして殺した加害者の少年に、厳しい刑を望んでいることを知りました。私は、自分とあまり変わらない年齢の少年が加害者で、あまりに残にんな事件を起こしたことに、とてもショックを受けました。そして、数日後に言いわたされる判決が気になって仕方がありませんでした。その判決が、一生刑務所に入っていてほしいと望むお母さんの気持ちを反映したようなもので、私は少しほっとしました。少年院を退所してすぐ今回の事件を起こしたことや、罪と向き合う時間があったのに、向き合う兆しがなかったことを考えても、当然受けるべきばつだと思います。亡くなった人は生き返らないのですから。
　しばらくして、世の中、こんな事件や人ばかりなのかと気が重くなっていた私に、母が「事件や事故を起こしても、きちんと反省したり、こう生したりする人はたくさんいると思うよ。」と話しかけてきました。そういえば……と、最近となりのクラスの男の子に声をかけられたことを思い出しました。私が二年生の時に、ろう下を走ってきたその子にぶつかり、顔にけがをしました。何針もぬい、だいぶうすくなってきたものの、まだしっかり傷あとが残っています。とつ然、「あの時はごめんね。まだあとは残ってる？」と話しかけられ、つい私は「だいぶうすくなってきたから大丈夫だよ。」と言ってしまいました。何年も前のことなのに、申し訳なさそうに近づいてきたその子に、「ほんと、まだこんなに傷あとが残っているわよ」とは言えなかったし、そんなことをいう気も起きませんでした。傷あとは消えなくても、反省している人を許したり、申し訳ないという気持ちを理解したりすることは大切ではないのかなと思ったからです。
　殺人を犯してしまった中学生の少年のように、犯罪や非行に走ってしまった人が、刑務所や少年院を出た後に、また同じような罪を犯してしまうことは少なくないと耳にします。みんな反省して、気持ちを新たに人生を再出発させようとちかったはずなのに、なぜまた同じことをくり返してしまうのか、なんだかとても悲しくなります。調べてみると、お金や住居の問題で、早々と生活に行きづまってしまい、やり直したいという気持ちだけではどうにもならなくなることが分かりました。また、さまざまな支援策やサポートも、まだまだ必要としている人たちに行き届いていないようでした。
　私たちが安心して生活していくためにも、罪を犯した人たちが自立した生活を送り、再び犯罪に手をそめてしまうことがないように手助けしていくことは、とても重要なことだと思います。私は、今回友達とのやり取りで、いけないことをしてしまったと反省して素直に謝る気持ちや態度をとっている相手に対して、それを素直に認めて受け入れる気持ちが大切だということを実感しました。犯罪の大小に関係なく、罪を犯した人と私たちが一緒に暮らしていく中で、私は、「犯罪者は根っからの犯罪者」だと決めつけたり、へん見の目で見たりするのではなく、新しい出発に一人で立ち向かおうとしている人たちに、少しでも勇気をあたえられるように、手を差しのべたり声をかけたりすることのできる人になりたいと思います。そして、どんなときも、みんなが今より少しずつでも他人を思いやって、今よりもっと優しくてあたたかい未来になったらいいなと強く思います。
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